
 

 

 

       

 

  

２月９日（金）に国立市教育委員会研究奨励校の研究発表会を行いました。そこでは、市内小中学校の先生方

（一部、市外の方も参加されていました。）に向けて、各学級の授業とともに、七小の２年間の研究について発表

をしました。また、講師の石丸憲一先生によるご講演も行い、多くの先生方から好評のお声をいただきました。

今回は、その様子をお伝えしたいと思います。 

 

授業公開 

この２年間で合計９回の研究授業を通して学

んできたことを基に、各学年、学級の子供たちの

実態をしっかりと把握し、授業を公開しました。

授業をつくるに当たっては、「この発問に対して、

子供たちはどんな反応をするだろう？」や「子供

たちの考えを深めるためには、どんな活動を取

り入れた方がよいだろう。」など、夏休み明け頃からじっくりと話し合ってきました。授業では、子供たちの生き

生きとした姿はもちろんのこと、子供たちと担任とのやりとりを通して、学級全体として考えを広げたり深めた

りしていく様子を見ていただくことができました。実施後のアンケートでも、「児童と担任とのやりとりに温かさ

を感じた。」という感想が挙がっていました。２００名以上の参観者が来校する中での授業は、子供たちにとって

緊張や不安もあったかと思いますが、どの学級でも日常の授業に近い雰囲気でできたことは、七小の教員の一

人として、とても嬉しく思います。 

 

研究発表会 

授業後、体育館にて研究発表会を行いました。まずは、研究主任による研究

に関するプレゼンテーションです。（研究主任は野間ですが…笑。）どのように

七小の研究がスタートし、この２年間でどのようなことを学んだのかなど、スラ

イドを用いてお伝えしました。その後、司会の梶先生、低学年から桑原先生、中

学年から野間、高学年から押見先生、くるみ学

級から太田先生が参加し、パネルディスカッシ

ョンを行いました。事前に市内の先生方にとったアンケート結果を基に、道徳

の授業づくりに関する悩みや七小として取り組んできたことなどをテーマに、

研究してきた先生たちの「生の声」を届けました。 

 

その後、教育委員会からの指導・講評では、「課題からではなく、強みを更に伸ばしていきたいという思いか

ら研究をスタートしてきたことは素晴らしい。」という話がありました。七小が

目指したところは、まさにその点でしたので、それが評価されたことは、大きな

成果であると言えます。 

最後に、２年間ご指導いただいた石丸憲一先生より、「ザワつく道徳授業のす

すめ」と題したご講演をいただきました。これまでご指導いただきながら、七小

が実践してきたことについて、分かりやすくお話しいただきました。 
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参加者からの感想の一部を紹介します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今回の研究発表会は、七小にとってのゴールではなく、新たなスタートであると捉えています。だからこそ、

この２年間の学びを来年度以降にもしっかりとつなげていきたいと思います。今後も、道徳についての情報を

発信していきます。 

 

 

 

 

 

 

 

☆七小の先生たちの「子どもたちの良いところを伸ばすことを目指そう」との発想は、今後の研究
活動の柱にすべき考え方だなと感じました。今日の発表会の運営方法についても、大変スッキ
リとした流れと、参加者を温かく包み込むようなご準備がなされていて、大変参考になりました。
たくさんのご検討、丁寧なご準備を本当にありがとうございました。 

 
☆道徳は好きだけど展開を考えるのは苦手な自分としては、もう一度道徳を頑張ってみようと思
える機会となりました。 

 
☆パネルディスカッションで挙がった「日々、日常の出来事などにアンテナを張り巡らせておき、授業
のアイデアとしてストックしている」という話に対して、その熱意に感銘を受けました。先生が日常
で感じたことを伝えていくことは、子供たちに響くのだろうと思いました。 

 
☆机の形や、教室のさまざまな掲示物を拝見し、この研究発表会に向けて、先生方が授業内だけ
でなく、学校生活のあらゆる場面で工夫されてきたことが感じられました。また、普段から温か
い雰囲気で子供たちと接し、「やさしさ」を伸ばす取組をしているのだと思いました。 

 
☆当日の授業を見させていただき、これまで先生方と子供たちが日々の道徳授業をきちんと積み
重ねてきたことがよく分かりました。思ったことを率直に話したり、身を乗り出して友達の考えを
聞いたりする児童の姿はまさに 2年間の研究の賜物だと思います。 

 
☆児童の実態から「今年度の柱」の設定が素晴らしい。実態にあるように、どの学年、学級も静か
に座って話を聞く姿勢が整っており、日頃の家庭・地域、そして先生方の指導の賜物であると感
じました。 児童たちが雰囲気にも慣れてきた授業中盤あたりに、一見、授業内容や指導案から
それるような発言が見られたが、そこにこそ「未来を自ら切り拓く」可能性を感じました。いかに
そこを拾い上げ、広げ、肯定的に取り込んでいくことが授業者の手腕で、児童らの他者理解促
進のカギだと気付かされ、道徳はその可能性が高い教科だと思いました。  

 
☆「道徳を研究する価値」という観点で授業を見させていただきました。子供たちのキラキラした笑
顔がどの学級でも見られ、幸せな気持ちになりました。また、授業をする先生たちも笑顔が多く、
子供たちとの信頼関係を築く上で大切なことは何かについて改めて考えさせられました。双方の
笑顔の中にこの研究の価値を感じました。 


